
１０月１６日（月）に本校主催で、緑区の小学校の養護教諭が参加する養護教諭連

絡会を行いました。そこでは、通級指導教室（ことば・きこえ・たけのこ）の概要や

就学時健診でのことばの検査の仕方 

について説明しました。昨年同様、 

オンラインでの研修となりましたが、 

質疑応答の時間等も充実し、より通 

級指導教室についての理解を深めて 

もらえるよい機会となりました。 

たけのこ教室の３・４年生が、１０月１３日（金）～１４日（土）に千葉市養護教育セ

ンターと LD 等通級指導教室設置校校長会が主催するハッピーキャンプに参加しました。

場所は、千葉市少年自然の家（長柄町）です。 

1 日目はクラフト、クライミングウォール。２日目は、お散歩ウォークラリーを行いま

した。自由時間では、トランプ、折り紙、チャンバラも楽しみました。グループ活動では、

緊張していた子供たちも、活動を通して自然に打ち解け、解散するころには「来年もまた、

参加したいね。」と声を掛け合っていました。2 日間リーダーを務めた子供からは、「この

2 日間でみんなが成長した。」という振り返りを聞くことができました。充実した 2 日間

を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 
日に日に肌寒くなり、秋の深まりを感じる季節になりました。 
急な気温の変化で体調を崩しやすい時期でもあります。体調に気を付けて、元気に活動

できるようにしていきましょう。 
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音韻認識を育てる遊び 

 発音の学習をしているお子さんが、獲得した音をスピーチや会話で使いこなすためには、音韻を認
識する力が重要です。音韻を認識する力とは、目的の音が正しいかどうか聞き分けたり、単語の中でど

こに出てくるか聞き出したりする力です。例えば「しりとり遊び」などは、音韻認識が育っているかど

うかが分かる活動の一つです。ほかに、下のような遊びがあります。二人組でできますので、正しい音

が一音で出せるようになってきたら、ご家庭でも取り組んでみてはいかがでしょうか？ 

～寒い季節の補聴器の管理について～ 

寒くなると、暖かい耳の中と外の冷たい空気の温度差で、補聴器のチューブやフック、機器の内部等

に「結露（水滴）」ができやすくなります。結露ができると、音が小さく聞こえたり、全く聞こえなくな

ったりすることがあります。また、補聴器の内部にできる結露は、故障の原因になることもあります。 

 水滴は下記の方法で取り除くことができます。            

☆チューブやフックに水滴ができたら・・・ 

① チューブやフックを外して、軽く振って水滴を飛ばす。 

② ティッシュペーパーでこよりを作って、水滴を吸い取る。 

③ エアブロアーを使い、空気圧で水滴を吹き飛ばす。 

☆補聴器の内部の結露対策には・・・ 

 夜は、補聴器を乾燥ケースで保管する。（乾燥ケースのシリカゲルは、半年で交換が目安です） 
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読書の秋、お子さんと一緒に、読書を楽しんでください。親が読書を楽しむ姿を見せることも、良いこと

です。 

「発達障害＆グレーゾーンの３兄弟を育てる母のどんな子もぐんぐん伸びる１２０の子育て法 大場美鈴著」 より 

「子どもを本好きに育てたい」と思って本を買い与えても、なかなか手に取らない場合、街の本屋さんと同じ

ように配置や陳列を工夫してみるといいかもしれません。本が棚に並んでいるのは気持ちがいいものですが、

うちではそれは「読んでいない」という意味です。子どもの目線の高さで自然と目に入る位置の本の動きがよ

く、そこへ子どもの興味関心やタイムリーな話題の本を、さらっと入れ替えておきます。本には、マンガもゲ

ームの攻略本も含みますが、私は子どもの語彙や知識を増やし、世界を広げるという意味では、攻略本なども

文字だけの本と同じ価値があると思っています。マンガでもいいから活字を読む習慣が、生活に溶け込むこと

が大事だと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアブロアー 

≪さかさまことばクイズ≫ 

(答えをホワイトボードなどに書いて、さかさまから読んで問題を出す。) 

「ヒント 1 たべものです。 

ヒント 2 か・い・す。か・い・す。」 

「えーっと、かいす
．．．

の反対は・・・すいか！」 

≪あたま・おなか・おしりゲーム≫ 

目的の音が「か」の場合、大人がいろいろな「か」

のつく言葉を言います。子供は、例えば「か
．
き」

と聞こえたら両手を頭につける。「めだか
．
」なら両

手をお尻に。「せいか
．
つ」ならおなかにつける。 


